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Ⅰ　問題および目的

近年，肢体不自由特別支援学校において各教科に替
えて自立活動を主とした教育課程で学習する障害の重
い児童生徒が大幅に増加する中，重度・重複障害児へ
の有効な教育的支援の検討が望まれている。飯野

（2009）は肢体不自由教育の専門性は自立活動にある
と述べており，肢体不自由特別支援学校の教師にとっ
て自立活動の指導力を向上させることが必要不可欠で
ある。しかし，有効な自立活動の指導方法について
は，事例を基にした検討が十分になされているとは言
えず，今後も実践を通した指導方法の検討を進め，よ
りよい教育的支援としての自立活動の学習を捉えなお
していく必要があると考える。

森﨑（2003）は，重度・重複障害の脳性まひ児に週
1 回のタテ系姿勢獲得を目指した動作訓練を行った事
例における良好な教育的変化を，前学習指導要領

（1999）の自立活動の五つの区分（「健康の保持」，「環
境の把握」，「心理的な安定」，「身体の動き」，「コミュ
ニケーション」）に照らし合わせて報告している。ま
た，前学習指導要領における自立活動の五つの区分
は，動作法を実施する場合の狙いや効果の及ぼす領域
とほぼ一致しており，動作法の実施に伴ってこれら五
つの区分全ての領域に教育的，発達的，心理的に良好
な影響が及ぶと述べている。しかし，新学習指導要領

（2009）の自立活動の六つの区分（「健康の保持」，「心
理的な安定」，「人間関係の形成」，「環境の把握」，「身
体の動き」，「コミュニケーション」）に照らし合わせ
た検討は十分に行われていない。

肢体不自由児は障害の通り自立活動の六つの区分に
おける「身体の動き」に困難を有しているものが多
い。「身体の動き」を主とする障害からくる学習上又
は生活上の困難を主体的に改善・克服し，生活の変容
へとつながる生きる力を育んでいく必要がある。筆者
は，肢体不自由児の自立活動の時間の指導において体
の動きを介した関わりが最も重要で，困難を主体的に

改善・克服するための学習として必要不可欠であると
考えている。しかし，森﨑（2003）が言及するよう
に，一般的に肢体不自由児にとって自立活動の時間の
指導は「身体の動き」だけに注目されがちで，子ども
と体を直接介した関わりそのものが，如何にその子ら
の発達的な基盤となっているかについては認識が乏し
いように思われる。

肢体不自由児の姿勢と認知発達に関する研究を概観
してみると，成瀬（1995）がタテ系姿勢は「自分の体
軸を原点にした上下，遠近，左右という座標軸が形成
され，その座標軸の枠を基準にして外界環境を認知
し，物理的世界を識別できるようになるための基軸」
となるものであり，単にタテ系姿勢がとれるようにな
ることだけを意味しないと述べている。川間（1999）
は座位姿勢などの重力に対応した姿勢を聴覚や視覚を
充分に働かせる姿勢として推奨しており，その理由と
して①頭部を自由に動かせるようにほぼ垂直の位置に
保つことが必要なこと，②注意や覚醒水準を高めるこ
とができること，③特に視覚からの刺激は志向性をも
って見ることがなければ有効な情報として取り入れる
ことが困難であること，の 3 点をあげている。また，
森﨑（2003）が述べるように，座位姿勢を獲得するこ
とは手がフリーな状態になり，手を使い始めるための
足場になり，対象操作による認知的発達を促す利点で
あると言うことができる。このように動作と認知の関
連は密接であるように，自立活動の学習においても

「身体の動き」と「他の五つの区分」は密接な関連が
あると考える。

重度・重複障害児は障害の重さから，体を意図通り
に動かすことが難しいとされる運動面の困難さ，それ
に由来して呼吸障害や摂食障害等を伴う健康面の困難
さ，対人認知や対物認知などの外界をとらえることの
認知面の困難さ，自傷行動等に見られる不安定な情緒
面の困難さ，他者とやりとりをするコミュニケーショ
ン面の困難さ等，様々な「困難」に直面しているもの
と考える。自立活動の目標は「障害による学習上又は
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生活上の困難を主体的に改善・克服すること」とされ
ている。特に重度・重複障害児が多く在籍する学校現
場において実践を見つめなおすことで，より有効的な
指導方法が検討され，重度・重複障害児が直面する困
難を主体的に改善・克服するための自立活動の学習を
再構築する必要があると考える。しかし，学校現場か
ら発信される自立活動の捉えなおしはまだ十分である
とは言えない。そこで，自立活動の学習に動作法を適
用した指導を展開した際の重度・重複障害児の指導実
践の中から，事例を通して見られる運動面の発達を中
心に健康面，コミュニケーション面の変化について関
連を詳細に検討する。さらには，実証に基づいた教
育・支援（Evidence Based Approach）を探る手がか
りにするために，コミュニケーション面では「共同注
意行動」を，健康面については「血中酸素飽和度（以
下；SpO2）」を取り上げ，それらの指標をもとに重
度・重複障害児の発達を検討し，自立活動における動
作法を適用した指導の教育的意義を検討することを目
的とする。

Ⅱ　方法

1 ．対象児
Ａ児（小学部 1 年生）およびＢ児（小学部 2 年生）
主障害は脳性まひ，肢体不自由特別支援学校，重複障
害学級在籍
2 ．期間
Ａ児：200X年 4 月～ 200X＋1 年（130セッション）
Ｂ児：200Y年 4 月～ 200Y＋1 年（130セッション）
3 ．手続き
・	筆者が担当する週 4 セッションの「自立活動　時間

の指導」に動作法を適用した指導を行う。
・	授業時間内で 5 分程度の身体の動きに関するテスト

セッションを設ける。
・	森﨑（2002, 2004）の先行研究をもとに共同注意行

動を中心としたコミュニケーション行動について，
日常の学校生活の中で項目ごとにテストセッション
を設け，正応率を算出する。

・	「自立活動　時間の指導」の授業場面だけでなく他
の学習場面や日常生活における変化，保護者からの
報告をもとに家庭生活での様子の変化についても記
録する。

・	毎日同時刻，同姿勢にて，パルスオキシメーター
（コニカミノルタセンシング社製）を使用して 
SpO2を測定する。

Ⅲ　結果および考察

1 ．運動面について
1 年間の指導における主な動作課題と変化について

Ａ児はTable.1に，Ｂ児はTable.2にまとめた。
Ａ児は，もともと片側のみの寝返りは獲得してい

た。動作法を適用した自立活動の指導を開始すると，
重力に応じて身を起こす力が明確になり，座位保持が
始まった。相前後して寝返りの自由度が増すとともに
手指動作が頻出し，外界への働きかけ全体の高まりへ
と繋がった。

Ｂ児は，寝返りおよび両手を支えとして床に着けた
あぐら座位の保持はもともと獲得していた。同じく動
作法を適用した自立活動の指導を開始した後にＢ児に
おいては，両手の支えに頼らない座位保持が可能とな
った。相前後して脚の力が明確になり，つかまり立ち
が見られ，腹ばいでの移動運動に自由度が増し，外界
への働きかけが活発化した。

両事例の運動発達の様相は，一般の乳幼児に見られ
る発達の流れと共通するものと考える。その発達過程
を色濃く引き出すことができたのは，自立活動の学習
において，重力に応じて身を起こす姿勢の経験を継続
して行ったことによるものと考えられる。

Ａ児は，7 月頃よりあぐら座位において腰を中心と
した立ち直り反応が少しずつ見られるようになること
で安定感が増した。Ｂ児は12月頃より両手の支えに頼
らずにあぐら座位姿勢をとり，腰を中心とした立ち直
り反応が高まったことで姿勢保持の安定感が増した。
これらの結果から，重度・重複障害児も一般の乳幼児
同様，腰を中心とした細かなバランス取りが安定した
座位の保持に欠かせないことが示唆された。このよう
に対象者の腰の動きに注目して指導を進める動作法
は，重度・重複障害児にとって一般の乳幼児に近い運
動発達を促すことができると言え，主体的に困難を改
善・克服するための指導方法として有効であると考え
ることができる。
2 ．認知面について

共同注意行動の発達的変化を日常生活の中で正応率
を取り，月毎に算出した。Ａ児の結果をFig.1に，Ｂ
児はFig.2に示す。Fig.1, 2の凡例は森﨑・大神（2003），
徳永（2009）を参考にして，一般の乳幼児が獲得する
発達の順に上から並べた。

Ａ児の共同注意行動の発達において注目すべき点が
ある。共同注意行動が高まりだした 6 月頃は，運動面
において，座位保持の明確化，寝返り動作の自在化，
リーチングの出現などの時期と重なる点である。主に
運動発達を促す動作法を適用した自立活動の指導が共
同注意行動を高めることにつながった背景としては以
下の四点の要素が考えられる。①座位等の応重力姿勢 
獲得を目指す指導に伴い，頭部および上体の保持など
体を起こす力が養われ，外界情報を見てとらえるため
の身体基盤が整い始めたことにより，視覚情報を通し
た外界認知の高まりが起こっていると考える。②寝返
り動作の獲得を目指して指導した結果，寝返り動作の
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だ
い

に
大

き
く

な
っ

て
き

た
。

咳
き

込
ん

だ
際

に
自

分
で

痰
を

排
出

す
る

こ
と

が
数

回
あ

っ
た

。
6

月
　

Sp
O

2の
平

均
値

が
上

が
り

始
め

，
94

%
台

に
な

っ
た

。

9
月

　
強

い
咳

き
込

み
が

見
ら

れ
始

め
，

自
力

排
痰

で
き

る
こ

と
が

増
え

た
。

10
月

　
Sp

O
2の

平
均

値
も

95
%

前
後

に
上

が
っ

て
き

て
日

中
も

楽
に

過
ご

せ
る

こ
と

が
増

え
て

き
た

。

3
月

　
排

痰
す

る
直

前
に

大
き

く
息

を
吸

い
込

ん
で

か
ら

咳
き

込
む

よ
う

に
な

っ
た

た
め

，
意

図
的

に
排

痰
す

る
よ

う
に

な
っ

て
き

た
。

Sp
O

2の
平

均
値

も
96

%
近

く
ま

で
高

ま
っ

て
き

た
。

そ
の

他
の

変
化

4
月

　
情

緒
が

不
安

定
に

な
り

涙
を

流
す

こ
と

が
多

い
。

主
体

的
な

部
分

は
少

な
い

。
自

力
排

便
は

難
し

い
。

保
護

者
は

常
に

緊
張

感
を

持
っ

て
生

活
し

て
い

る
様

子
。

5
月

　
粗

大
運

動
遊

び
を

好
み

，
粗

大
遊

び
を

す
る

と
き

は
涙

を
流

す
こ

と
が

少
な

く
な

っ
て

き
た

。
7

月
　

自
立

活
動

の
学

習
を

す
る

と
，

お
な

ら
が

よ
く

出
る

。
保

護
者

自
ら

子
ど

も
の

変
化

を
筆

者
に

伝
え

て
く

れ
る

よ
う

に
な

っ
て

き
て

，
学

校
に

対
す

る
緊

張
感

や
不

安
感

が
減

少
し

て
き

た
。

9
月

　
保

護
者

か
ら

腕
が

伸
び

や
す

く
な

っ
て

着
替

え
が

し
や

す
く

な
っ

た
と

の
報

告
が

あ
っ

た
。

11
月

　
自

宅
で

自
力

排
便

が
で

き
た

。
12

月
　

保
護

者
が

学
校

で
取

り
組

ん
で

い
る

こ
と

（
体

を
通

し
た

発
達

支
援

）
に

関
心

を
持

ち
，

家
庭

で
も

取
り

組
む

よ
う

に
な

っ
て

き
た

。
学

校
と

家
庭

が
連

携
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

き
た

2
月

　
情

緒
面

も
安

定
し

て
い

る
こ

と
が

多
く

な
り

，
涙

を
流

す
こ

と
が

少
な

く
な

っ
た

。
座

っ
て

い
る

と
き

は
顔

を
上

げ
て

周
り

を
見

回
す

よ
う

に
な

り
，

表
情

が
豊

か
に

な
っ

た
。

3
月

　
学

校
生

活
全

般
を

通
し

て
笑

顔
で

過
ご

せ
る

こ
と

が
多

く
な

っ
た

。
特

に
自

立
活

動
の

時
間

の
指

導
の

授
業

を
喜

ぶ
よ

う
に

な
っ

た
。
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Ta
bl

e.
2 

Ｂ
児

の
1年

間
の

指
導

に
お

け
る

主
な

動
作

課
題

と
変

化

指
導

開
始

時
【

4
月

】
1

学
期

【
4

月
～

7
月

】
2

学
期

【
9

月
～

12
月

】
3

学
期

【
1

月
～

3
月

】
主

な
動

作
課

題
躯

幹
の

ひ
ね

り
，

前
屈

，
背

反
ら

せ
，

手
を

床
に

着
い

て
の

あ
ぐ

ら
座

位
の

保
持

，
立

位
，

寝
返

り
，

四
つ

ば
い

位

腹
ば

い
移

動
，

腰
掛

け
座

位
，

両
手

を
支

え
と

し
な

い
あ

ぐ
ら

座
位

の
保

持

運
動

面
の

変
化

4
月

　
両

手
を

着
き

，
背

中
を

丸
め

て
何

と
か

あ
ぐ

ら
座

位
の

保
持

は
可

能
。

補
助

さ
れ

て
立

位
を

取
る

と
上

体
が

倒
れ

る
。

自
力

移
動

は
左

右
へ

の
寝

返
り

。

6
月

　
両

手
を

着
く

幅
を

狭
め

て
座

位
保

持
が

可
能

に
な

っ
た

。
座

位
の

際
顔

が
あ

が
る

よ
う

に
な

っ
て

き
た

。
7

月
　

補
助

さ
れ

て
立

位
を

と
り

，
上

体
を

倒
れ

た
位

置
か

ら
自

ら
起

こ
し

て
く

る
よ

う
に

な
っ

た
。

腹
ば

い
が

上
達

し
，

20
㎝

程
の

高
さ

な
ら

乗
り

越
え

て
移

動
で

き
る

。
腰

掛
け

座
位

は
怖

が
っ

て
背

中
が

丸
く

な
り

，
保

持
不

可
。

9
月

　
夏

休
み

明
け

に
あ

ぐ
ら

座
位

の
安

定
感

が
下

が
っ

た
。

立
位

で
は

，
両

手
を

持
つ

と
数

秒
保

持
で

き
る

。
11

月
　

両
手

を
着

か
ず

に
あ

ぐ
ら

座
位

の
保

持
が

可
能

に
な

っ
た

。
立

位
も

片
手

を
持

つ
だ

け
で

姿
勢

保
持

可
に

。
12

月
　

あ
ぐ

ら
座

位
で

，
左

右
の

揺
れ

に
も

こ
ら

え
ら

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

。
腰

掛
け

座
位

で
い

す
の

両
端

を
持

て
ば

姿
勢

保
持

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

3
月

　
あ

ぐ
ら

座
位

は
手

を
つ

か
ず

に
安

定
し

，
背

中
を

伸
ば

し
て

保
持

可
能

に
な

っ
た

。
立

位
は

，
補

助
な

し
で

5
秒

程
度

姿
勢

保
持

が
可

能
に

な
り

，
姿

勢
の

崩
れ

を
予

想
し

立
ち

直
る

動
き

が
多

く
み

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
。

教
室

内
で

腹
ば

い
と

寝
返

り
を

組
み

合
わ

せ
て

目
的

の
位

置
ま

で
移

動
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。

認
知

面
の

変
化

4
月

　
教

師
が

名
前

を
呼

ぶ
と

声
を

出
し

た
り

，
右

手
を

上
げ

た
り

し
て

応
じ

ら
れ

る
。

自
ら

他
者

へ
排

尿
を

伝
え

る
サ

イ
ン

と
し

て
「

右
手

を
握

り
，

肘
を

曲
げ

る
」こ

と
で

き
た

。
「

動
作

模
倣

」
が

で
き

つ
つ

あ
っ

た
。

5
月

　「
指

さ
し

理
解

（
視

野
内

）」
は

10
0％

に
到

達
し

，「
動

作
模

倣
」，

「
提

示
・

手
渡

し
（

応
答

）」
が

一
気

に
高

ま
り

だ
し

た
。

6
月

　「
お

茶
が

ほ
し

い
」

と
き

に
要

求
の

サ
イ

ン
と

し
て

動
き

を
伝

え
る

と
「

手
首

の
曲

げ
伸

ば
し

」
で

つ
た

え
る

よ
う

に
な

っ
て

き
た

。「
交

互
凝

視
」

に
萌

芽
が

あ
る

。
7

月
　「

動
作

模
倣

（
意

図
的

）」
の

正
応

率
が

70
％

を
超

え
，

他
者

の
動

き
を

注
意

し
て

見
よ

う
と

す
る

こ
と

が
増

え
て

き
た

。「
指

さ
し

算
出

」
の

萌
芽

が
あ

る
。

9
月

　
学

級
内

の
友

達
1

名
を

示
す

サ
イ

ン
を

獲
得

。
（

気
管

切
開

し
て

い
る

特
徴

と
し

て
喉

を
指

さ
す

サ
イ

ン
）

10
月

　
学

級
内

の
他

の
友

達
を

示
す

サ
イ

ン
を

獲
得

。
（

声
を

出
し

て
首

を
振

る
様

子
を

ま
ね

る
）「

指
さ

し
算

出
（

要
求

）」
が

一
気

に
高

ま
っ

た
。

12
月

　
動

作
を

表
す

サ
イ

ン
を

獲
得

（
謝

罪
，

頭
を

洗
う

な
ど

）。
「

視
線

追
従

」
に

つ
い

て
は

9
月

頃
よ

り
高

ま
り

が
横

ば
い

に
な

っ
て

い
る

。「
交

互
凝

視
」

に
お

い
て

も
萌

芽
は

あ
る

が
，

は
っ

き
り

と
確

認
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

。

2
月

　
2

語
文

的
に

サ
イ

ン
を

複
合

さ
せ

る
よ

う
に

な
っ

た
。（

「
○

○
が

い
な

い
」

を
「

友
達

の
サ

イ
ン

」
＋

「
首

を
振

る
」

で
伝

え
る

。）
3

月
　「

指
さ

し
産

出
（

要
求

）」
は

10
0％

ま
で

至
り

，
「

提
示

･手
渡

し
（

自
発

）」
に

も
大

き
な

高
ま

り
が

み
ら

れ
て

お
り

，
主

体
的

に
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

し
よ

う
と

す
る

姿
が

見
ら

れ
る

。「
交

互
凝

視
」

は
ほ

と
ん

ど
発

達
が

見
ら

れ
な

か
っ

た
。「

視
線

追
従

」
も

9
月

ご
ろ

よ
り

発
達

が
横

ば
い

に
な

り
，

獲
得

の
遅

れ
が

目
立

っ
た

。
生

理
面

の
変

化
4

月
　

呼
吸

状
態

は
一

般
的

だ
が

，
Sp

O
2の

平
均

値
は

94
%

台
。

体
の

末
端

部
の

体
温

が
低

。

6
月

　
Sp

O
2の

平
均

値
は

96
%

台
ま

で
高

ま
っ

た
。

6
月

　
脚

が
温

か
く

な
り

，
末

端
部

の
体

温
も

上
昇

し
た

。

11
月

　
手

足
の

体
温

が
温

か
い

と
き

が
増

え
て

き
た

。
Sp

O
2の

平
均

値
は

97
%

台
ま

で
高

ま
っ

て
い

る
。

3
月

　
自

力
排

便
が

で
き

る
頻

度
が

多
く

な
っ

た
。

Sp
O

2の
平

均
値

は
97

%
台

を
保

っ
て

い
る

。

そ
の

他
の

変
化

4
月

　
体

は
全

体
に

細
い

。
情

緒
面

は
安

定
し

て
い

る
。

保
護

者
は

「
学

校
に

任
せ

ま
す

」
と

い
っ

た
方

針
で

，
ニ

ー
ズ

等
を

積
極

的
に

伝
え

て
く

れ
る

こ
と

は
少

な
か

っ
た

。

6
月

　
筆

者
に

対
し

て
か

ら
か

い
行

動
（

わ
ざ

と
ス

プ
ー

ン
な

ど
を

投
げ

て
大

人
の

反
応

を
見

よ
う

と
す

る
）

を
見

せ
る

よ
う

に
な

り
，

他
者

の
反

応
を

楽
し

み
な

が
ら

関
わ

り
を

も
と

う
と

す
る

よ
う

に
な

っ
た

。
7

月
　

保
護

者
か

ら
「

や
り

と
り

に
関

す
る

力
を

伸
ば

し
て

ほ
し

い
」

と
い

う
ニ

ー
ズ

が
出

る
よ

う
に

な
っ

た
。

9
月

　
保

護
者

か
ら

サ
イ

ン
の

広
が

り
や

子
ど

も
の

成
長

に
つ

い
て

の
喜

び
が

語
ら

れ
る

こ
と

が
多

く
な

っ
た

。
10

月
　

少
し

ふ
っ

く
ら

と
し

，
体

重
が

増
加

. お
む

つ
替

え
の

際
に

，
教

師
の

言
葉

か
け

に
応

じ
て

尻
を

上
げ

る
な

ど
，

口
頭

に
よ

る
指

示
を

理
解

す
る

力
お

よ
び

大
人

に
協

力
し

よ
う

と
す

る
力

が
育

っ
て

き
た

。
保

護
者

も
積

極
的

に
思

い
を

筆
者

に
伝

え
て

く
れ

る
よ

う
に

な
っ

て
き

た
。

2
月

　
体

が
ふ

っ
く

ら
と

し
，

全
体

的
に

力
強

く
な

っ
て

き
た

。
3

月
　

学
習

全
般

を
通

し
て

注
意

集
中

の
持

続
力

が
増

し
た

。
表

情
が

豊
か

に
な

り
，

大
人

だ
け

で
な

く
，

学
級

の
友

達
に

も
自

ら
関

わ
ろ

う
と

す
る

姿
が

見
ら

れ
る

よ
う

に
な

っ
て

き
た

。
保

護
者

と
も

子
ど

も
の

成
長

に
つ

い
て

互
い

に
思

い
を

伝
え

あ
え

る
関

係
を

築
く

こ
と

が
で

き
た

。
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自在化に伴い，外界への関心の拡大および外界への働
きかけ行動が活発化したものと考える。③側臥位で対
象物へのリーチングが頻出するようになったことで，
対象操作による対象認知が高まったことも考えられ
る。④対象児と体を通した交流を続けた結果，動作に
よる相互交渉が成立し始め，対人認知が発達したもの
と考える。

Ｂ児の共同注意行動の発達において注目すべきは，
1 月以降において「指さし理解（視野外）」が急速に
高まった点である。これは，両手の支えに頼らずに座
位保持が可能になった後の時期に起こっている。大神

（2002）は，「指さし理解（視野外）」は一般の乳幼児
において①三次元空間の中に体を定位させる能力，②
首と躯幹の回転などの身体操作能力，③自己とモノの
配置に関する空間理解，の三点が発達してきたことに
よって起こると述べている。Ｂ児においても，①座位
が安定したり，つかまり立ちが芽生えたりして，三次
元空間の中に自己を定位する能力が高まったこと，②
弛め課題に取り組んできたことで体幹部の全体的なし
なやかさが出たことで身体操作能力が高まったこと，
③よく顔を上げ，志向性をもってモノや他者の動きを
見るようになったり，腹ばいでの移動運動が高まった
りしたことで，自己とモノとの認識および配置に関す
る空間理解が高まったこと，の三点の発達が複合的に
相まった時期に起こっており，大神が述べる一般の乳
幼児の発達過程と一致している。このことから，大神
の言う「指さし理解（視野外）」獲得に必要な三つの
力の発達を促す指導を行うことで，重度・重複障害児
においても「指さし理解（視野外）」などの共同注意
行動が高められる可能性があると考えられる。

次に，6 月以降に「提示・手渡し（応答）」が高ま
っている点に着目してみたい。大神（2002）による
と，「提示・手渡し（応答）」は「指さし理解」と「指
さし算出」の間に位置し，両者の発達的連鎖を橋渡し
する役割となると述べている。Ｂ児の場合，「提示・
手渡し（応答）」の発達が「指さし理解（視野内）」よ
りも後であり，「指さし算出（要求）」よりも前である
ことから，一般の乳幼児と同じ発達過程であると言え
る。しかし，「指さし理解（視野外）」が「提示・手渡
し（応答）」よりも発達が遅れていることは，一般の
乳幼児の発達と重ならない。このことは，Ｂ児の障害
による発達の特徴と考える。Ｂ児は肢体不自由という
障害から，体を意図通りにコントロールすることに困
難があり，大神（2002）の言う「指さし理解（視野
外）」の発達に欠かせない 3 つの力（①三次元空間で
の定位能力，②首と躯幹の回転などの身体操作能力，
③自己とモノの配置に関する空間理解）のうち①三次
元での定位能力と②身体操作能力が発達しにくい状況
にあることで，「提示・手渡し（応答）」よりも「指さ
し理解（視野外）」の発達に遅れが生じている可能性

があることが示唆された。
その他に，両事例で結果が重なる点が二点ある。一

点目は「交互凝視」にほとんど伸びが見られなかった
こと，二点目は一般の乳幼児では早い段階で獲得する
はずの「視線追従」が，他の共同注意行動の獲得過程
と比較して遅れが目立つことである。「交互凝視」は
視線を切り替える際に注視すべき互いの地点に距離が
生じやすいと考えられる。「視線追従」も対象となる
人と，その視線の先との間に距離が生じやすい。その
ため，他の共同注意行動に比べ，「交互凝視」，「視線
追従」を獲得する際には視線の動きを支えるための基
盤として，体を起こした際の首の定位と自在なコント
ロールが必要となるのではないか考える。Ａ児の場
合，一時的に首を定位する能力はあるが，体を起こし
た姿勢の中で常時首を定位し続けることは難しい。Ｂ
児も首のコントロールが自在であるとは言い難く，そ
れらの影響が「交互凝視」，「視線追従」の獲得を妨げ
ているのではないかと考える。重度・重複障害児の

「交互凝視」，「視線追従」を高めるためには首の定位
とコントロール感を高めることが必要であるととも
に，それらの獲得の遅れは肢体不自由特有の発達の様
相であると推察できる。
3 ．健康面について

両事例のSpO2の月平均の変化をFig.3 に示す。パ
ルスオキシメーターによるSpO2の数値の一般的な読
み方は，コニカミノルタセンシング社（2009）による

Fig.1　Ａ児の共同注意行動の変化

Fig.2　Ｂ児の共同注意行動の変化
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と，「89%以下を（急性）呼吸不全，90% ～ 95%を準
呼吸不全，96%以上を一般的に健康な状態」としてい
る。

Ａ児は呼吸障害があることから気管切開をしてお
り，4 月当初のSpO2の平均値は92%台であった。し
かし，6 月には上昇し始め，9 月には95%を超えた。
上昇が始まった 6 月は体の過度の緊張が弛んできた時
期と一致する。Ｂ児の場合，SpO2の平均値は 4 月当
初で94%台であった。呼吸障害はないがSpO2の数値
からみると健康な状態とは言えなかった。しかしＢ児
においても徐々に上昇が見られ，6 月には96%台まで
高まった。

動作法を適用した自立活動の指導がSpO2の上昇に
つながると考えた背景として以下の二点があげられ
る。一点目は，緊張を弛める学習が呼吸状態の改善に
有効であると考えられる点である。両事例において動
作法を適用した自立活動の学習の成果として胸・肩・
背中周りの緊張が弛んだ。併せて上体が屈から起きた
姿勢へと変化した。これらのことにより，肺を大きく
膨らませて呼吸活動を円滑に行うための身体基盤が整
ったことがSpO2の平均値上昇に好影響を与えたと考
えられる。二点目は応重力姿勢により適度に必要な緊
張を引き出す学習が呼吸状態の改善に有効であると考
えられる点である。Ａ児のSpO2の平均値が高まった
6 ，7 月頃の運動面の変化を見てみると，重力に応じ
て身を起こす姿勢が明確になりだし，座位保持が可能
になりだした時期と一致する。Ｂ児では，9 月，10月
のSpO2の平均値が上昇している時期は，座位が安定
し，つかまり立ちの萌芽が見られている時期と一致す
る。座位や立位を取ること自体が対象児にとって全身
運動となり，第二の心臓といわれる脚を積極的に使う
ことで，血流量の増大といった自律神経の活性化も背
景として起こっているものと推察する。

これらの結果から，体を起こした姿勢の獲得が呼吸
状態の改善に関与すると考えられ，応重力姿勢の獲得
を目指すことは重度・重複障害児にとって健康面で良
好な効果があると言えよう。

4 ．その他の変化について
Ａ児は 1 年間の指導の結果，学校生活全般で情緒が

安定するようになった。これは，指導者と一対一の体
を介したやりとりを楽しめるようになったことで，他
者理解が進み，心理的に安定してきたためと考える。
両事例とも動作法を適用した自立活動の学習を行う以
前は，徳永（2004）の言う「自己と他者，対象物の区
別のない混とんとした世界」にあり，自己と他者の区
別があいまいな状態であったのではないかと考える。
そのことが情緒の安定感を揺るがす負の因子になって
いたと考える。しかし，教師と一対一の体の動きを介
したやりとりを重ね，自己と他者の間に意図が存在
し，自己である私と他者である教師が別の意思ある存
在と気付き始めたと考える。対象児は体の動きを介し
たやりとりの中で，教師の求める動きに応じることが
できるようになってきた。それにより，他者理解や他
者意図理解が進み，徳永（2004）の言う自他未分化な

「混とんとした世界」から，「自己と他者のゆるやかな
分化」や「刺激的な他者（ 2 項関係の形成）の世界」
および「自分と自体，物の操作の世界」に入り始めた
ことで，外界の様々な事象が把握できる状態になっ
た。そのことが，対象児の不安感を減少させ，情緒の
安定につながったと考える。

Ⅳ　総合考察

Ａ児，Ｂ児それぞれの結果および考察から，自立活
動の指導方法として動作法を適用した際の教育的意義
を自立活動の六つの区分（「健康の保持」，「心理的な
安定」，「人間関係の形成」，「環境の把握」，「身体の動
き」，「コミュニケーション」）に合わせて考察したい。
1 ．「健康の保持」について

重度・重複障害児にとって「健康の保持」は学習内
容として重要な位置を占めると考える。本研究では，
生理的な指標としてSpO2を用いて検討を行った。そ
の結果，両事例とも動作法を適用した自立活動の学習
を継続する中でSpO2の平均値が高まっており，Ａ児，
Ｂ児の「健康の保持」に関する狙いを達成するもので
あると考える。これらの変化を引き起こすことができ
た要因としては，自立活動に動作法を適用することで

「過度な緊張を弛め，適切な緊張状態を引き出すこと」，
「応重力姿勢の経験をすること」に継続的に取り組ん
でいることが深く関与しているものと考えられる。
2 ．「心理的な安定」について

障害のある子ども達にとって，「心理的な安定」を
図り，安定した状態を保つ力を育んでいくことは本人
だけでなく，障害児を取り巻く周囲の人にとっても高
い教育的ニーズがあると考える。本研究では両事例と
も情緒の安定が顕著に見られ，注意集中の持続時間も
延長したことから「心理的な安定」の狙いを達成する

Fig.3　SpO2の月平均の変化



障害者教育・福祉学研究第 9 巻

−  37  −

ものであると考える。このことは，自立活動に動作法
を適用することで，「他者認知および外界認知の高ま
りを促し，不安定要素を軽減することができたこと」，
また教師と動作を通じてやりとりする中で，教師の求
める動きに応じて体を動かそうとして「自体に注意を
向け続けるスキルが高まったこと」が関与しているも
のと考えられる。さらには，教師の求める動きに応じ
る成功体験を繰り返す中で，他者とつながった感じを
実感として持つことができるようになり，「他者とつ
ながりたいという志向性（嗜好性）が高まったこと」
も，情緒の安定や注意集中の持続時間延長につながっ
たものと考える。
3 ．「人間関係の形成」について

人との関わりの基礎となる「人間関係の形成」は，
社会生活を送る上で必要不可欠である。本研究では，
両事例とも他者への主体的な関わりが見られ，表情表
出の広がりが顕著に見られた。この発達の背景として
動作法を適用した自立活動の指導が好影響を与えたと
考えられる点は以下の二点である。一つ目は，教師と
一対一の体の動きを介したやりとりによって，他者か
ら動きの働きかけを受けた自己の動きを認識し始め，

「自と他の理解が芽生えたこと」である。その過程に
おいて，自己へ注意が向きやすい未発達な世界から，
他者に注意の矛先を向けることができるようになった
分化した世界に突入したものと考える。それが，他者
に関わりを求める姿へとつながったと言えよう。二点
目は，「成功体験を積むことでの情動の発達」が関与
しているものと考える。体の動きを介したやりとり
は，小さな動きの変化から子どもと教師が共に「でき
た感じ」をもちやすい。互いの成功体験が重なる瞬間
の繰り返しが情動のつながりへと移行し，強化が繰り
返されて豊かな情動に転化した。その豊かな情動が
様々な表情表出を引き出したものと考える。
4 ．「環境の把握」について

障害のある子どもにとって，「環境の把握」の力を
高めることで，周囲の状況を捉える力を育むことにな
り，生活力の向上へとつながると考える。本研究で
は，両事例において周囲を見回すなどの外界への興味
が拡大した。このことは，動作法を適用した自立活動
の指導において，応重力姿勢の獲得が大きく関与する
ものと考える。応重力姿勢の獲得により，成瀬（1995）
の言う，自分の体軸を基に形成された座標軸を基準に
して，周囲のモノを把握するようになったことが背景
に考えられる。さらには，リーチングが発達したこと
により，自分とモノとの距離を自己による体の操作を
通じて把握できるようになった。また，寝返りや腹ば
い等の移動運動が発達したことで，モノとの距離をは
じめとする，自己とモノとの関係の把握につながり，
対物認知等を主とする外界認知や遠近感の理解にもつ
ながっているものと考える。

5 ．身体の動きについて
肢体不自由児の障害による学習上又は生活上の困難

は「身体の動き」が主たる要因となることは言うまで
もない。「身体の動き」における発達こそが肢体不自
由児の生きる力を育み，その後の生活を支える基盤と
なるものと考える。本研究では，両事例で座位，立位
等の応重力姿勢を獲得するなど，大きな発達を見せ
た。また，寝返りや腹ばいなどの移動運動にも良好な
発達を見せている。動作法を適用した指導は主に「身
体の動き」を改善する狙いがあることから，最も効果
の現れやすい区分であると言えよう。本研究における
指導の結果を考察することで，重度・重複障害児の発
達を促すために自立活動に動作法を適用する中での有
効な手だてとなりうる視点として，以下の五点が示唆
された。①（応重力姿勢および移動運動の）学習に継
続して取り組んだこと。②おもちゃなどを提示するこ
とで，視線を有効に活用して応重力姿勢保持や移動運
動を引き出したこと。③全身の過度な緊張の軽減を図
り，できるだけ適度な緊張状態に調節しながら（応重
力姿勢および移動運動の）学習に取り組んだこと。④
腰周りを中心とした立ち直り反応やひねりの動きを広
げていったこと。⑤最初からよい姿勢や動きを伝える
のではなく，多少崩れたり，望ましい動きでなかった
りしても，まずは自分でできる姿勢や移動運動の形を
探り，自分でできた感じを十分につかませたこと。こ
れらの視点が本研究では対象児の発達に効果があった
と考えられる。
6 ．「コミュニケーション」について

障害のある子どもたちのみならず人として「コミュ
ニケーション」の力を育むことは，日常生活を豊かに
する上で最も重要であると考えられる。本研究ではコ
ミュニケーションの発達を両事例の共同注意行動の発
達の様相から捉え，詳細に検討してきた。

本研究において，動作法を適用した自立活動の指導
が，重度・重複障害児の共同注意行動の発達を促すこ
とにつながった点として，以下の七点が考えられる。
①三次元空間の中に自分の体を定位させる力が高まっ
たこと。②首や体幹を回転させる身体操作能力がつい
たこと。③自己とモノの配置に関する空間理解が発達
したこと。④座位獲得過程において，①～③を基に自
分の体軸を原点にした座標軸が形成され，外界認知が
発達したこと。⑤移動運動の自在化により，外界への
働きかけ行動が活発化したこと。⑥体を通した密なる
やり取りにより，互いの動きに注意を向け，注意を共
有する力が培われたこと。⑦手指動作と対象操作が発
達したことで，モノを介した 3 項関係の中でのやりと
りが広がったこと。これらの総合的な発達により共同
注意行動の獲得につながったと考える。

動作法は身体相互交渉とも言え，動作法を適用した
自立活動の指導は，動作による重度・重複障害児との
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コミュニケーションを可能にする。そこで培った力が
生活場面においても般化され，共同注意行動の発達に
つながったと考える。
7 ．六つの区分における相互の関連

応重力姿勢の継続的経験を中心におき，移動運動と
対象操作を相互に関連付けながら指導してきた。それ
によって座位や立位の応重力姿勢の獲得，寝返りや腹
ばい等の移動運動の自在化，リーチングによるおもち
ゃ遊び等で対象操作の向上が見られた。この背景には
教師と体の動きを介した密なるやりとりが存在するも
のと考える。これは自立活動の六つの区分において

「身体の動き」であると言えよう。この「身体の動き」
を中心とした相互交渉が基盤となることで，人との結
びつきをもつための基本的な力を培うこととなり，「人
間関係の形成」において発達的な効果が見られたと考
える。さらには「人間関係の形成」を足がかりに，他
者と体の動きを介してのやりとりが「コミュニケーシ
ョン」の力を育むことになったと考える。さらには教
師とつながる感じや意図通りに動作ができる感じをも
つことで「心理的な安定」の力を培った。同時に体を
積極的に動かしたことで自分の体をより心地よいもの
として捉えることができるようになり「健康の保持」
にも効果が見られた。また，重力に応じて体を起こし
たり，移動運動およびリーチングが自在化したりした
ことで，周囲のモノや状況を把握する力を高めること
となり「環境の把握」にも効果があったと考える。

自立活動の時間の指導において，「身体の動き」に
関する力を育むために動作法を適用し，応重力姿勢獲
得を軸とした指導を展開したことで，その他の五つの
区部（「健康の保持」，「心理的な安定」，「人間関係の
形成」，「環境の把握」，「コミュニケーション」）にお
いて良好な発達的変化が見られた。さらにそれら五つ
の区分はFig.4 の矢印が示すように相互に関連しあう
とともに，「身体の動き」へのフィードバックも行い
ながら総合的に六つの区分における発達的関係を強固
にしたものと考える。

このことから，重度・重複障害児にとって動作法を
適用した自立活動の指導は，自立活動の六つの区分全
てに効果があり，学習の狙いを十分に達成できる点に
教育的意義があると言える。
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